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ルト的二分法は物質 (Materie)対精神 (Geist),物質 (Materie)対観念 (Idee)といったものに
なる｡ そしてこうした二元対立はただちに唯物論と唯心論,唯物論と観念論といったものに成


































































ニュー トンによって f-maと定義され,mの次元はMであり, aつまり加速度の次元は
告 であるから, 結 局 力 は･葦 -の次 元とな る｡ さらに仕事あるいはエネルギーはW-fSで
定義されSは距離でありその次元はLであるから,仕事,エギルギーの次元は掌 となるo
ところでアインシュタインが発見し,原爆の理論の基礎となった有名な式はE-C2Mであり,














人 文 学 報
ある｡






















































































































つくられる｡ ところでこの命題は特異な命題,つまり定義文である｡ 定義文にはけっして ｢す
べての｣とか ｢ある｣といった語が主語に付加されない｡これに反し,三段論法にでてくる命










































































pulchrum (美),8)perfectum (完全)等々が追加されていく｡ 本論文は超越概念の歴史をのべ
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なぜ ｢ひとは翼のない二足獣である｣とか ｢ひとは道具をつくる動物である｣でなくて ｢理性
的動物｣でなければならないのか｡







































































































































































人 文 学 報
フイリオスの樹における ｢人間 (-理性的動物)は理性的である｣に相当する｡ つまり人間の
概念を分析すればその中に理性的が含まれているから,そうした種類の分析的命題は先天的に
真である｡ つぎに 2)の例は ｢7と5の和は12である｣であり,3)の例は ｢すべての物体は重
い｣である｡ そして 2)と 3)はともに主語概念の分析からは述語が導き出せないから総合的
だとカントはいう｡ ところで 1),2),3)のうち,両端の 1)と 2)ははっきりしている｡1)
はポルフイリオス以来の定義文だから,個体によって経験的にその真正さを示すわけにいかな
い｡だからそれまで通り超越者であるverumなりresなりによって正当化すればいい｡そし
てこのことをカントは 1)の命題は先天的だという｡ これに対し 3)は経験命題であるから,
超越者の出番はなく,個物的な多数例によらざるをえない｡そしてそれをカントは後天的とい







































に相当する｡ シェリングは図14でみられるように自然と精神という二項の同一性を説いた｡そしてヘーゲルも確かに ｢理性的 (vern伽ftig)なものは現実的 (wirklich),
現実的なものは理性的｣といっている｡ さらにフィッシャー (Fr.Th.Fischer)は
ヘーゲルの哲学を二階家にたとえ,一階は事実の世界から,二階 (dasob
人 文 学 報
ル以後のドイツ哲学者の多くはシェリング,ヘーゲルの考えにはついて行けず,ふたたびカン
ト的な二世界分離の立場にもどる｡ そしてそれが ドイツの理想主義 (Idealismus)哲学である｡
この理想主義はそれが理想主義といわれる限り,もちろん高い理想を掲げなければならない｡
そしてこの理想は真善美とされた｡真と善は超越者のverum,bonumの延長であり,美の方も,
中世以来,6個の超越者の附録として数えられてきたpulchrumがとりあげられたのである｡
ところでこうした理想主義はまた自然主義,現実主義,唯物主義と対立するものであった｡
そしてこうした対立も古くからの二項対立をひきづるものであるが,この二項対立は水平的な
対立ではなしに,垂直的な対立となってきたことは確かである｡
ディルタイはヨーロッパのすべての形而上学的世界観を調べ尽くし,結局それらは 1)自然
主義,2)自由の観念論,3)客観的観念論のどれかに入りうると考えた｡またマルクス主義者
は唯物論と観念論の二分法を採用した｡マルクス主義者が唯物論をよしとし,観念論を捨てる
という党派性丸出しの態度をとったのに反してディルタイは自らは三つのタイプのどちらにも
与しないという相対主義の立場をとる｡ 党派性うんぬんはさておきMaterialismus,Naturalis-
musそしてRealismus(現実主義)のすべてに対してIdealismus(観念論)が対置されているの
が確認できる｡ しかしこうした対置もまた,ポルフイリオスの樹および正倒二つの三角形の枠
組におさまるものなのである｡
以上長々とヨーロッパの各種の哲学がどのようにしてポルフイリオスの樹におさめうるかを
述べてきた｡実際,ヨーロッパの哲学者たちは意識的か無意識的かを問わずポルフイリオスの
樹に縛られ続けて彼らの哲学的な営みをおこなってきた｡そういう意味でまさしくポルフイリ
オスの樹はパラダイムの名に価いするものといえる｡ しかしこのパラダイムは20世紀に入って
捨て去られる｡ そしてこのような2000年に一度といったヨーロッパ人の思考のパラダイムの大
変換と,旧パラダイムの廃棄の状況は拙稿 ｢形而上学の虚妄性｣(『人文学報』68号,1991年)で
詳述したとおりである｡
パラダイムがこのようにかわってしまったからにはもはやポルフイリオスの樹という古いパ
ラダイムはヨーロッパ人が持ち続けてきた困った癖としかいいようがないものとなる｡ つまり
もっと癖のない普遍的で素直なパラダイムを使う方が万事都合がいいのである｡ しかしポルフ
イリオスの樹はジャックと豆の木のようなお伽話9)というには余りにも大の大人たちの心性を
芯から支配し続けてきた｡そしていまでもその残留効果は強烈である｡そのためには当分の間
哲学史家は後始末的な整理が必要かもしれない｡そしてその場合,人類学的な手法,とりわけ
構造主義的な人類学の方法でクールに対処した方がいいであろう｡ しかしいまや哲学研究者に
とって新しいパラダイムを使って現在緊急な諸問題の解決に全エネルギーを投入することの方
が造かに有意義な仕事となってきたといわなければならない｡
1) 枝,特に二股の枝は英語でtwigといい,ドイツ語でZweigというが,これらはそれぞれtwoお
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ヨーロッパ哲学の困った癖について (山下)
よぴzwei(ともに二)から派生した語である｡
2) 権利は手で触られるものではないからである｡ギリシャ以来soma,corpusとそれ以外のものの
識別は手で触れることができるか否かで決められた｡
3) 存在の連鎖の思想は世界中いたるところにあるが,類種の連鎖はヨーロッパだけである｡そして
ここにヨ丁ロッパ思想における論理学の比重の大きさが読み取れる0
4) transcendentという語は外界が観念を超越しているという意味にも使われる｡
5) 西田哲学はそれどころか図11にあらわれる一般つまり-と,個つまり多との同一性をも主張する｡
そしてそれが西田哲学の ｢-即多｣の教義である｡
6) 注3)参照｡
7) 図14は寝ころがったままだと中国の陰陽の巴の図とあまり変わらなくなる｡すなわち図14では陰
陽とおなじく相対性の意味が強く出すぎるきらいが生じる｡
8) 西周はエンサイクロペディーを百学連環と訳した｡ただしこのエンサイクロペディーは特にヘー
ゲルの著書を指したわけではない｡しかし連環という語は図15のイメージにぴったりである｡また
エンサイクロペディーという語はその中にサイクル (円)という語を含むが,これも図15とうまく
マッチする｡
9) ジャックと豆の木の話はイグドラジル (世界樹)神話に起源をもつといわれる｡
(平成 3年 7月25日)
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